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 r{{=…圭、、……垂  論文審査の結果の要旨
 惑星状星雲は、銀河系内においても多数存在する希薄な気体よりなる天体であるが、低中質量
 星の進化の末期に生ずる星屑空間への物質放出の結果であるとされており、その研究は恒星進化
 および恒星からの物質放射課程を明らかにするうえで、重要な意味を持つものである。本論文は、
 国立天文台の装置を利用して行った惑星状星雲の高分散スペクトル観測に基づいて、高励起状態
 にある惑星状星雲の気体力学的特性を明らかにしたものである。
 第1章においては、惑星状星雲に関する最近の研究結果が中心星および気体殻のそれぞれにつ
 いて概説されている。
 第2章では、本研究の中で用いられる観測について詳細な説明がなされている。
 第3章では、観測によって得られた高分散スペクトル線の特徴とその線輪郭をガウス輪郭の集
 合として解析した結果が述べられている。
 第4章では、以上の解析より得られた気体殻の膨張速度と惑星状星雲の各種の物理量を比較し、
 惑星状星雲は、その時間的進化に伴い、直径や膨張速度と共に、励起度もまた上昇することが明
 らかにされた。さらに、励起度を進化の指標として採用することにより、惑星状星雲の気体力学
 的進化は、その起源となる星(親星)の質量に大きく依存することが示唆された。
 第5章ではこの研究のなかで得られたIC351、Abel130、H4-iなど個々の惑星状星雲の解析
 結果が述べられている。
 以上のように本論文は、博士論文として適当であり、著者が自立して研究活動を行うに必要な
 高度の研究能力と学識を有することを示している。よって矢動丸泰提出の論文は博士(理学)の
 学位論文として合格と認める。
 一167一
k
